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岡山醫科大學衛生學教室(主 任緒方教授)

醫學 士 小 野 英 夫

[昭 和14年12月13日 受稿]

第1章 緒 言

1902年Richetニ ヨリテ異種 蛋 白體 注射 ニ コリ

テ惹 起 セ ヲル ル 特 異 ナ ル生體 反應 ニ對 シ,Ana-

phylaxieト 命 名 サ レテ以來,コ レガ研究 ハ益 々隆

盛 トナ レ リ.又 一 方血 清療 法ニ 於 テ モ,治 療 血 清

ハ專 ラ馬 ノ血 清 ヨ リ製 セ ラルル ガ故 ニ,コ レ ヲ人

體 ニ施 ス時ハ 異種 蛋 白 ニ基 ク過敏症 ノ發現 ハ當 然

ノ事 ナ リ.1899年 血清 療法 開 始 セ ラ レテ以來,本

療 法 ハ次 第 ニ盛 ン トナ リ,各 種 ノ治療 血清 續 出 シ,

從 テ血清 治療 ヲ受 ケシ人 ハ極 メテ多數 ニシテ,其

ノ一 部 ノ患者 ニ於 テ 血清 注射後 血 清過敏 症 ヲ惹 起

スル ニ到 レリ.サ レバ血 清過敏 症豫 防 ノ攻究 ハ,

血 清 治療 ノ應 用上 極 メテ重 要 ナル 意義 ヲ有 スルモ

ノ ニシ テ,從 テ先 人諸 家 ノ コレガ業 績 モ亦枚 擧 ス

ル ニ遑 ア ラズ.而 シテ藥劑 ノ處置 ニユ リテ過 敏症

ヲ豫 防 スル モ ノ ニ,Adrenalin, Atropin,高 張食鹽

水,高 張 葡 萄糖液,麻 醉 劑(Chlomform, Ather,

Uraethan等),解 熱劑(Antipyrin, Aspyrin)等

ア リテ之 等藥 劑 ノ過 敏症豫 防機 轉 ニ就 テGalam-

bos1), Bayer,加 藤2),Lowit3),鹽 谷4), Auer u.

Lewis, Biedle u. Kraus, Sauthard, Friedberger

U. Mita, Kopaczewski, Friedberger u. Hartoch,

Bornetein, Doerr u. Ruse, Goldschmidt, White

and Erlangen, Besredka, Reicher, Seligmann,

Seki,宮 浦 氏等 ノ研 究報 告 ア リテ,各 其 ノ所 説 ヲ

異 ニ シタ リ ト雖 モ氏等 ノ實 驗 ニ於 テハ沈 降素 測 定

ニ當 リテハ專 ラUhlenhuth氏 原法 ヲ使用 セ シ爲

生體 内 ノ免疫體 ノ量 的關 係不 明 ニ シテ,從 テ再注

射 抗 原量 ト生體 内免疫 體量 トノ間 ニ確 トシ タル標

準 ナ カ リシガ,先 年杉 本5)氏 ハ緒 方氏 稀釋 沈降 反

應 ヲ應 用 シテ,結 合帶 ヲ基 準 トシテ能 働性 竝ニ被

働 性過敏 症 實驗 ヲ行 ヒ,Adrenalin, Atropin,高

張 食鹽 水,高 張葡 萄糖 溶液 及 ビAtherニ 就 キ,夫

レ夫 レ過 敏症 豫 防機 轉 ヲ攻 究 シテ發表 シ,夫 等 ノ

豫 防機轉 ヲ次 ノ3型 ニ分類 セ ラ レタ リ.I型:

Adrenalin, Atropin使 用 ノ場 合 ニシテ,免 疫 沈 降

素 其 ノモ ノニハ何 等 影響 ヲ及 ボ サザ ルモ沈 降原,

沈 降素 ノ結 合 ヲ鬆 組 ナ ラシ メ速 力ニ其 ノ結 合 ヨ リ

沈 降素 ノ遊 離 ヲ促 シ過敏 症發 症 ヲ抑制 ス.II型:

高 張食鹽 水,高 等 葡 萄糖 溶液 使 用 ノ場 合 ニ シテ,

沈 降素 ノ沈 降原 ニ對 スル結 合 力 ヲ減弱 セ シ メ以 テ

過敏 症 ノ發症 ヲ抑 制 セ シ ム.III型: Ather吸

入麻 醉 ノ場合 ニシ テ,沈 降素 ノ沈 降原 ニ對 スル結

合 力 ヲ減 弱 スル ノ ミナ ラズ鬆 組 ナル結 合 ヲ營 マ シ

メ,以 テ過敏 症 ノ發 現 ヲ阻止 セ シ ム.Antipyrin

(以 下 「ア」ト略 記 ス)ニ 過敏 症 防禦作 用 ノ存 スル コ

トハ1928年 松 田6)氏 ノ初 メテ報 ズル處 ニシテ,氏

ハ海 〓 ニ卵 白 ヲ注 射 シテ一定 ノ潜 伏期 ノ後,再 注

射前 「ア」ヲ海〓 ノ體 重1COg當0.002g以 上 ヲ頸

脈 内 ヘ注射 シタル後5-10分 ノ後 ニ發 症 注射 ヲ施

シ タル場 合 ニハ,試 獸 ハ100%過 敏症Schocktod

ヨリ免 ルル ヲ得 タ リ ト.最 近 松 岡,大 久 保7)兩 氏

ハ 馬血 清 ヲ海 〓 ノ皮 下 ニ注射 シ,3週 間 ノ潜 伏期

ノ後,抗 原 ノ再 注射 ヲ行 ヒタルニ,「 ア」ノ注射 量
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ヲ海〓 ノ體 重100g當0.007-0.0035gノ 前 處置 迄

ハ,過 敏 症状 ハ輕 度 ニシ テ,試 獸 ハSchocktodヨ

リ免 ル ル ヲ得 タル モ,「 ア」ノ量 ヲ0.001-0.0005

ニ減 ズル時 ハ最速 過 敏症Schocktodヨ リ免 ルル

ヲ得 ザ リシ ト.而 シテ松 田竝 ニ松 岡,大 久 保 兩氏

共Schock防 止 機 轉 ニ關 シ テハ何 等詳 シク探究 ス

ル處無 ク,且 實驗 ニ當 リ試 獸 ノ血 液 内 ノ正 確 ナル

沈 降 素量 ヲ測 定 スル コ ト無 ク,抗 原 ノ再注 射 ヲ施

シタル爲 メ,生 體 内 ノ免 疫體 ノ量 ト再注射 抗 原量

トノ間 ニ一 定 ノ確 タル標 準無 キ ヲ遺感 トス.「 ア」

ト生體 内免疫 現 象 ニ關 シ,岡 部8)氏 ノ報 ズル 處 ニ

ヨ レバ,解 熱劑 ヲ免 疫動 物 ニ投 與 スル時 ハ,免 疫

體 ニ不利 ナ ル影響 ヲ及 ボ スモ ノニ シテ,其 ノ障碍

ハ解 熱劑 ガ免 疫 動物 ノ體 温上 昇 ヲ抑 制或 ハ低 下 ス

ル ニ依 ル ニ非 ズ,又 既製 免疫體 ガ コ レニ ヨ リテ破

壞 セ ラ レ,或 ハ免 疫 反應 ガ阻 止 セ ラルル ニ非 ズ シ

テ,解 熱 藥 ガ直接 免疫 體 ノ産 生母 地 ニ作用 シテ,

免 疫機 能 ノ障 碍 ヲ招 來 スル ノ結 果 ニ基 クベ シ ト云

ヒ,橘9)氏 ハAgpyrin,「 ア」 等ノ解 熱 藥 ヲ免 疫 動

物 ニ連 續投 與 スル時 ハ,再 注射 ニ際 シ,過 敏症 ヲ

稍 々抑 制 スル傾 向 ヲ有 シ,其 ノ原 因ハ解 熱 劑 ノ下

熱 ナル熱 自體 ノ影 響 ト解 セ ンヨ リハ寧 ロ使 用 セ シ

藥 物 ノ個 々ノ適當 ナル刺戟 作 用 ニ ヨルモ ノ トナセ

リ.抑 々「ア」屬 ニ屬 スル 物質 ノ特異 ナル作 用ハ,

腦10)ニ 存 スル温調 節 中樞 ニ鎭 靜作 用 ヲ呈 シ,熱 性

ノ體 温 ヲ下降 スル ニア リ,而 シ テ其 ノ解熱 ノ作 用

ニ比 ス レバ 中樞 神 經 系 ノ他 ノ部分竝 ニ循環 系 ニ及

ボ ス影 響 ノ僅微 ナルハ,既 ニ藥 理學 的 ニ知 ラ レタ

ル處 ナ リ.飜 ツテ臨牀 方面 フ考 フル ニ,此 屬 ノ解

熱 鎭靜 作 用 ヲ利 用 シテ,治 療 ニ應 用 スル場 合極 メ

テ多 ク,殊 ニ其 ノDerivateノ ー ナル 「ピ ラ ミ ド

ン」ニ到 リテハ,其 ノ副 作用 少 キ爲 メ,臨 牀 上1日

モ 離 ス可 カ ラザル貴 重 ナル 藥物 ト稱 スル モ敢 テ誇

張 セル 言辭 ニア ラザル ベ シ.從 テ此 種藥 物 ノ過敏

症豫 防機 轉 ニ關 スル研究 ハ 意義 アル コ トト信 ジ,

主 トシテ血學 的 方面 ヨ リ,緒 方 教授11)御 創案 ノ抗

體 稀釋沈 降反 應 ヲ應 用 シ テ結 合帶 ヲ基準 トシ テ抗

原 ノ再注 射 ヲ行 ヒ,惹 起 スル 過 敏 症状 ニ對 スル

「ア」ノ豫 防能 力竝 ニ豫 防 機轉 ヲ探 究 セシ結 果些 カ

得 ル處 ア リタル ヲ以 テ此 處 ニ報告 セ ン トス.

第2章 實 驗 材 料 竝 ニ 貿 驗 方 法

第1節 實驗材 料

第1項 實驗 動 物: 實 驗 的 ニ過敏 症 ヲ惹 起 シ

得ベ キ動 物ハ 多 々 アル モ,就 中海 〓 ハ容 易 ニ過敏

性 ヲ獲 得 スル特 性 ヲ有 シ且 其 ノ反 應 常 ニ完 全 ニシ

テ,個 性 ノ相違 ヲ殆 ド認 メザ ル ガ故 ニ過敏 症 ノ研

究 ニ好 適 ナル コ トハ、 先進 諸家 ノ等 シ ク容 認 スル

處 ナ リ.殊 ニ體 重300g内 外 ノ海 〓 ハ反應 度 殆 ド

同一 ニ シテ,其 ノ症状 ニ大 ナル差 異 ヲ認 メズ,依

テ本 實驗 ニ於 テ モ,200-300g内 外 ノ體 重 ヲ有 ス

ル海〓 ヲ試 獸 トシテ使 用 シ タ リ.

第2項 免疫 血 清竝 ニ抗 原: 抗原 トシテハ毎

常 新鮮 ナル牛 血清 ヲ數 日間0℃ ノ氷 室 ニ保 存 シ其

ノ毒性 ノ殆 ド消失 セ シモ ノヲ使 用 セ リ.被 働性過

敏 症 ニ於 テ感作 ニ使用 シタ ル免 疫 血清 ハ,抗 牛血

清 家 兎免疫 血清A, Bノ2種 ニシ テ,其 ノ沈 降素

價 竝 ニ結 合帶 ハ第1表 ニ示 ス.(次 頁參 照)

第2節 實驗 方 法

第1項 能働 性 竝 ニ被 働性過 敏症 ニ於 ケル感 作

方 法: 能 働性 過敏 症 實驗 ニ使 用 セ ン トスル海〓

ハ 其 ノ胸部 皮下 ニ,牛 血 清0.2ccヲ 注 射 シ2-3週

間 ノ潜 伏 期 ノ後 ニ實驗 ニ供 シタ リ.被 働性 過敏症

實驗 ニ使 用セ ン トスル海 〓 ハ,其 ノ體 重260gニ

對 シ,各 免 疫 血清 ノ500單 位 ヲ頸靜 脈 内 ニ注射 シ,

21時 間 ノ潜 伏期 ノ後 實驗 ニ供 シ タ リ.此 處 ニ500

單 位 ト稱 シタ ルハ免 疫血 清 ヲ海〓 ノ頸靜 脈 内 ニ感

作 シタル後24時 間 ノ潜伏 期 ヲ置 キテ採 血 シ,血 清

中 ノ稀 釋沈 降 素價1:25ヲ 證 明 シ得 ル 如 ク感 作沈

降 素量 ヲ決 定 スル コ トナ リ.例 ヘ バ稀釋 沈 降素價

1:1,000ノ 免 疫 血清 ア リテ之 ヲ體 重260gノ 海〓

ノ頸靜 脈 内 ニ0.5cc感 作 スル時 ハ500單 位 ノ沈 降

素 量 ヲ與 ヘ タル割 合 ト云 フガ如 シ.故 ニ若 シ稀釋

沈 降素 價1:500ヲ 有 スル免 疫血 清 ヲ使用 ノ時 ハ,
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第1表 實 驗ニ 使 用 シ タル 免疫血 清 ノ沈降 反應

緒 方 氏 法

Uhlenhuth氏 法

體 重260gノ 海〓 ニ1.0 ccヲ 注射 ス レバ可 ナ リ.

從 テ感作 ニ要 スル免 疫 血清 ノ絶對 量 ハ,使 用 スル

海 〓 等體 重 ニ正 比 例 シ,免 疫 血清 ノ稀 釋沈 降素 價

ニ逆 比例 スル モ ノナ リ.

第2項 「ア」注射 ト抗 原再 注射: 前項 ノ如 ク

シ テ感 作 シタル海 〓 ニ,抗 原 再注射 ヲ行 フ ニ先 立

ツ コ ト5-10分 ノ時,「 ア 」ノ10%生 理 的食 鹽 水

溶 液 ヲ,體 重 ニ應 ジ種 々ノ割 合 ニ頸 靜脈 内ニ注射

セ リ.抗 原 ノ再 注射 ニ當 リテハ,能 働 性 竝 ニ被 働

性 過 敏症 實驗 ニ於 テ,先 ヅ海 〓 血 中 ノ沈 降素 價竝

ニ結 合帶 ヲ測 定 シ,此 結 合帶 ヲ基 準 トシテ,再 注

射 抗 原 量 ヲ決 定 シ,之 ヲ頸靜脈 内 ニ注射 シ タ リ.

例 ヘバ260gノ 體 重 ヲ有 スル海 〓 ア リテ,其 ノ 血

清 中 ノ結 合帶 ガ,1:1,000ナ ル時 コ レニ結 合帶 相

當量 ノ抗原 再注射 ヲ行 ハ ン トセバ,體 重 ヨ リ全 血

液量 ヲ求 メ,1/13ト シテ算 出 シ,此 量 等血 液 中 ニ

抗原 ヲ注射 シ テ1:1,000ノ 稀 釋 ニナ ル如 ク抗原 量

ヲ決 定 ス レバ可 ナ リ.即 チ次 ノ如 クシ テ算出 ス.

260÷13=20 (推 定 血 液 量)

20÷1000=0.02 (結 合帶 相當 量)

第3項 過 敏症 状: 海 〓 ノ過敏 症状 ハ種 々ア

ル モ,大 略 不安,興 奮,立 毛,掻 鼻,放 屎,放 尿,

呼吸 困難,跳 躍,痙 攣,斃 死等 ヲ以 テ主 ナ ルモ ノ

トナシ,又 Pfeiffer u. Mita 氏 ニ依 リテ詳細ニ 研

究 セ ラ レタル體 温 ノ下 降ハ特 有 ニ シテ常 ニ認 メ ラ

ルル處 ナ リ.余 ハ便 宜 上固 有症 状 ノ輕 重 ニ從 ヒテ

次 ノ4型 ニ分類 シテ記載 スル コ トトセ リ.

1) 定 型 的過敏 症: 抗原 再 注射 後5分 以 内 ニ

Schocktodニ 陥 リシモ ノ ニシテ++++ニテ表 ハ ス.

2) 強 度過 敏症: 抗原 再 注射後5分 以後 ニ於

テSchocktodニ 陥 リシモ ノ ニテ+++ニテ表 ハ ス.

3) 中等 度過敏 症: 過 敏 症状 相當 ニ強度 即 チ

呼吸 困難,痙 攣起 リ死 ニ瀕 セ ン トスルモ 尚 ホ遂 ニ

恢 復 スルモ ノニシ テ++ニ テ表 ノハス.

4) 輕 度過 敏症: 立毛,不 安,興 奮,放 屎,

放尿,呼 吸 困難,體 温 降 下等 ノ症 状 ヲ具備 スル モ
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著 明 ノ 痙攣 ヲ發 セ ズ恢復 スル モ ノニシ テ+ニ テ表

ハ ス事 トセ リ.

第4項 緒 方 氏 抗體稀 釋沈 降反 應竝 ニ補 體 價測

定 法 緒 方氏 法: 免 疫 血清 ヲ10%正 常 健康 海

〓 血清 或ハ1%「 ア ラビヤ ゴム」生理 的食鹽 水 溶液

ヲ以 テ遞減 的 ニ稀 釋 シ之 ヲ沈 降 反應 用毛細 試驗 管

ニ移 シ,此 上 ニ沈 降原 ヲ生理 的 食鹽 水 ニテ順次 稀

釋 セ ル モノ ヲ重 疊 ス.而 シテ室 温 ニテ2時 間 以 内

ニ兩 層接觸 部 ニ生 ズル 白濁輪 ヲ檢 スル時 ハ.沈 降

原 ノ一 定稀 釋度 ニ於 テ最 モ強 ク反 應 ヲ呈 ス.而 シ

テ此稀 釋沈 降素 血 清 ト最 モ良 ク反 應 スル沈 降 原 ノ

稀 釋度 ヲ結 合帶 ト云 ヒ,其 ノ結合 帶 ニ於 ケル沈 降

素 血清 ノ最 高稀 釋度 ヲ沈 降素 價 ト云 フ.

補體 價測 定法: 生理 的食 鹽 水 ヲ以 テ血 清 ヲ順

次 稀釋 シタル モ ノ ヲ試驗 管 ニ取 リ生理 的食 鹽 水 ヲ

加 ヘ テ全量 ヲ0.5ccト ナ ス,之 ニ2單 位 ノ溶血 素

0.5ccヲ 加 ヘ更 ニ2.5%ノ 山羊血球 生 理的 食鹽 水

浮游 液0.5ccヲ 加 ヘ,充 分 混 和振 盪 シタル後37.0℃

ノ孵竃 中 ニテ反應 セシ ムル コ ト2時 間 ニシテ取 出

シ,1夜 氷室 ニ保 チ タル後 翌 朝其 ノ結 果 ヲ判定 セ

リ.而 シ テ其 ノ溶 血反 應 ノ程度 ニ ヨ リ,次 ノ記號

ヲ以 テ表 セ リ.++++完 全溶 血,+++殆 ド完 全溶

血,++強 溶血,+中 等 度 溶血,± 少量 溶

血,-非 溶 血

第3章 實 驗 成 績

第1節 豫 備 實驗

第1項 「ア」ノ注射量 ニ就 テ: 海 〓 ニ對 スル

「ア」ノ致 死量 ハ松 田氏ニ 依 レバ0.15-0.2gナ リ ト

云 ヒ,松 岡,大 久保 兩氏 ハ 海〓 ノ體 重100gニ 對

シ0.05ヲ 注射 スル 時ハ 痙 攣起 リ約30秒 ク 後恢 復

シ,0.015gト ス レバ痙攣 ハ輕 度 トナ リ,更 ニ「ア」

ヲ0.0075ト スル 時 ハ 痙 攣 ハ 全然起 ラザ リキ ト.

余 ハ海 〓 ノ體 重 ニ應 ジ「ア」ヲ種 々 ノ量 ニ靜脈 内 ニ

注射 シ テ惹 起 スル症 状 ヲ觀 察 シ タル ニ.海 〓 ノ體

重100gニ 對 シ0.025g以 上 ナル時 ハ 毎常 痙攣 ヲ起

シ,0.02g以 下 ナ ル時ハ 之 ヲ注意 シテ極 メテ徐 々

ニ(注 射終 了 マデ30-60秒 ヲ要 ス)靜 脈 内 ニ注 入

スル時 ハ.多 クノ場 合特 記 スベ キ痙 攣 ヲ惹 起 セザ

リキ.

第2項 「ア」注 射 ノ海〓 體 温 ニ及 ボ ス影 響 ニ

就 テ: 前 項 ニ述 ベ シ如 ク 海〓 ノ體 重100gニ 對

シ「ア」ノ絶 對量0.02gヲ 靜脈 内 ニ徐 々ニ注 入 スル

時 ハ認 ム可 キ副 作 用無 カ リシ ヲ以 テ,此 量 ヲ頸靜

脈 内ニ徐 々ニ注入 シタル後,5分,10分,30分,

1時 間,2時 間 ト時間 的 ニ體 温 ヲ直腸 内ニ於 テ測

定 シ タ ルニ,第2表 ニ掲 グ ル ガ如 キ結 果 ヲ得 タ

リ,

第2表 「ア ンチ ビリン」ノ海〓正常體温 ニ及ボス影響

所 見: Nr. 1ハ 注射 後5分 ニ シテ僅 ニ0.2℃ ノ

體 温 降下 ヲ來 シ,此 儘 ニテ注射 後約1時 間持續 シ,

注 射後2時 間 ニシ テ0.4℃ ノ體 温降 下 ヲ惹 起 セ リ.

Nr. 2ハ 注射 後5分 ニシテ0.2℃ ノ體 温 下降 ヲ來

タ シ,30分 ニ シテ0.4℃, 1時 間 ニシ テ0.6℃ ノ下

降 ヲ來 タ シ爾 後注射 後2時 間 ニ到 ル モ變 動 ナ シ.

Nr. 3ハ 注射 後5-10分 ニ テハ其 ノ體温何等 變化

ナ ク,注 射 後30分 ニ シラ僅 ニ0.2度 ノ下 降 ヲ來 タ

シ注射 後2時 間 ニ シテ0.4℃ ノ 下降 ヲ來 タセ リ.

Nr. 4ハ 注射 後10分 ニ シ テ0.2℃, 30分 ニシ テ
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0.4℃, 1時 間 ニシ テ0.8℃ ノ體 温 下降 ヲ來 タシ,

爾後 注射 後2時 間 ニ到 ル迄 其 ノ體 温 ヲ持續 セ リ.

之 ヲ要 スル ニ海 〓 ノ體 重100gニ 對 シ,「ア」0.02g

ノ靜 脈 内注 射 ノ後5-10分 ニ テハ其 ノ體 温 ノ下 降

極 メテ少 キ カ或 ハ 全然 無 キモ ノノ如 シ.

第2節 能 働性 過敏 症豫 防 實驗

第1項 「ア」ノ能 働 性過 敏症 豫 防能 力: 「ア」

ハ海 〓能 働性 過敏 症 ヲ果 シテ如何 ナル程 度 ニ豫 防

シ得 ルヤ ヲ知 ランガ爲,海 〓 ニ抗原 感作 後約2週

間 ノ潜 伏期 ノ後 「ア 」ヲ種 々 ノ量 ニ,其 ノ外頸 靜脈

内 ニ注 射 シ,約5-10分 ノ後,結 合帶 ヲ基 準 トシ

テ抗原 ノ再注 射 ヲ施 シ,過 敏症 ノ發 現 ヲ觀察 シ タ

ル ニ第3表 ノ所見 ヲ得 タ リ.

第3表 「アンチ ピリン」ノ能働性過敏症豫防能力

所 見: 海 〓能 働性 過敏 症 實驗 ニ於 テ ハ,其 ノ

血清 中 ノ沈降 素 ノ保有 スル結 合帶 ニ ヨリテ過 敏 症

状ハ 左右 セ ラ レ,其 ノ沈 降素 量 ニハ殆 ド無 關 係 ニ

シテ,結 合帶 ノ1/4相 當量 以 上 ノ抗 原再 注射 ニ ヨリ

テハ試 獸ハ悉 ク定型 的過敏 症 状 ノ下 ニ斃死 シ,結

合帶 ノ1/8相 當 量 ノ抗原 再 注射 ニ際 シ テ ハ,最 早

Schocktodヲ 惹起 セザ ル コ トハ我 教室 ノ先 輩,杉

本5)氏 等 ノ實驗證 明 セ ラ レシ處 ニ シテ余 ノ實 驗 ニ

於 テモ同樣 ノ結 果 ヲ得 タリ,故 ニ本 實驗 ニ於 テハ

結 合帶 ノ1/4相當 量 以 上 ヲ以 テ,致 死量 トナ シ,

此量 ノ抗原 再 注射 ニ對 シ「ア」ノ豫防能 力 ヲ實 驗 シタ

ル ニ,「ア」ヲ海〓 ノ體 重100gニ 對 シ,0.02gノ 割

合 ニ前 處置 ヲ行 フ時 ハ,結 合帶 ノ1/4相 當 量 ノ抗原

再 注射 ニ ヨリ過 敏症 状殆 ド無 ク,結 合帶 ノ1/2相 當

量 ニテハ,症 状 稍 々強 クシ テ,輕 度 ノ痙 攣,呼 吸

困難 等 ヲ伴 フモ,試 獸 ハ何 レモ數分 ノ後 ニハ恢 復

生存 セ リ.然 レ ドモ再注射 抗 原量 ヲ結 合帶 相當 量

トハル時 ハ試 獸 ハ定型 的過 敏 症状 ノ下 ニ數 分 ノ後
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死亡 セ リ.「 ア」ノ量 ヲ海〓 ノ體 重100gニ 對 シ

0.01gト スル時 ハ,結 合帶 ノ14相 當量 等抗 原 再注

射 ニ テハ,何 レモ過敏 症Schocktodヨ リ免 カ レ

得 ルモ,結 合帶 ノ1/2相 當 量 ノ抗原 再注 射 ニ對 シ テ

ハ,豫 防 能 力確 實 ナ ラズ シテ,時 ニ數 分後 恢復 生

存 スル コ トア リ,時 ニSchocktodニ 陷 ル コ トア

リ.「 ア」ノ量 ヲ更 ニ減 ジテ0.005gト スル時 ハ,結

合帶 ノ1/4相 當 量 ノ抗 原再 注射 ニ對 シ テ モ 豫防 能

力確 實 ナ ラズ シ テ,時 ニ數分 後恢 復 生存 シ,時 ニ

ハSchocktodニ 陷 ル ヲ認 メ,結 合帶 ノ1/2相 當 量

ノ抗原 再注射 ニ對 シ テ ハ最 速過 敏症Schocktod

ヨリ免 ル ル ヲ得 ザ リキ.「 ア」ノ量 ヲ更 ニ減 ジテ海

〓 ノ體 重100gニ 對 シ0.001gト スル時 ハ,結 合 帶

ノ1/4相 當 量 ノ抗原 再 注射 ニ際 シ テ モ,試 獸 ハ悉

ク定型 的過 敏症 状 ノ下 ニ斃 死 シ タ リ.即 チ此 量 ノ

「ア」ノ前 處 置ニ ヨ リテハ,最 速 最 少致 死量 ノ抗原

再注射 ニ對 シ過敏 症豫 防能 力 ヲ認 メ難 シ.

第2項 「ア」豫 防實 驗 ニ際 スル血 清沈 降素 ノ消長

實驗(1) 生體 内 ニ於 ケル免疫 沈 降 素 ニ及 ボ ス

「ア」ノ影響: 「ア」ノ豫 防的 注 入 ガ過 敏 症 ニ於

ケル沈 降 素結 合 ニ及 ボ ス影響 ヲ實驗 スル ニ際 シ其

ノ前提 トシテ,「 ア」注射 ン免 疫沈 降 素 ニ及 ボ ス影

響 ヲ知 ランガ爲 メ,能 働 感作 海〓 ニ約2週 間 ノ後

「ア」ヲ海 〓 ノ體 重100gニ 對 シ0.02gノ 割 合 ニ注

射 シ テ其 ノ前 後 ニ於 ケル血清 沈 降素 ヲ測 定 シ比較

シタル ニ第4表 ニ示 スガ如 キ所見 ヲ得 タ リ.

第4表 生 體内免疫沈降素 ニ及ボス「アンチピ リン」ノ影響

所 見: 「ア」注 入 ニヨ リ免疫 沈 降素 ノ結 合帶 ハ

何等影 響 セ ラ レズ シテ,終 始 一定 不變 ナルモ,稀

釋 沈 降素 價ハ 「ア」注 入5分 後 約半 減 シ,1時 間 後

ニ於 テ モ同價 ニ止 レリ.

所 見考察: 本 現 象ハ「ア」ノ生體 内注入 ニ依 リ

一 程 度沈 降素 ノ沈 降原 ニ對 スル結合 力 障碍 セ ラレ

シ コ トヲ意味 スル モ ノニシ テ,「 ア」注 入 ニ依 ル血

液 性状 ノ變 化 ニ基 クモ ノ ト思 考 セ ラル.

實驗(2) 能 働 性過 敏症 ニ於 ケル沈 降素,沈 降

原 結合 ニ及 ボ ス「ア」豫 防 注射 ノ影響: 能 働感 作

海 〓 ニ一 定 ノ潜伏 期 ノ後,「 ア」ノ一定量 ヲ頸 靜脈

内 ニ注射 シ,次 デ結 合 帶 ヲ基 準 トシ テ沈 降原 ノ再

注射ヲ 行ヒ,ソ レ ニ ヨリ テ 惹 起 ヒ ラ ル ル 過 敏 症 状

ヲ觀 察 スル ト同時 ニ,血 中沈 降素 ノ消長 ヲ測 定 シ

タル ニ第5表 ノ所 見 ヲ得 タリ

.所見: 海〓 能働 性過 敏症 實驗 ニ於 テハ,其 ノ

流 血中 ノ沈 降素 量 ノ多寡 ニ 拘 ラズ,其 ノ沈 降素 ノ

結 合帶 ニ準 據 シ テ沈降 原 ノ再注 射 ヲ行 フ時 ハ,過

敏 症状 ヲ左 右 セ シムル コ トヲ得 ベ ク,而 シテ結 合

帶 ノ1/4相 當量 ノ抗原 再注 射 ニ ヨ リ試 獸ハ 定型 的

過敏 症 状 ノ下 ニ斃 死 シ,結 合帶 ノ1/3相 當 量 ニテハ

最 速過敏 症Schocktodニ 陷 ラザル コ トハ,既 ニ我

ガ教室 ノ先 輩杉本 氏 等 ノ實驗 證 明 セル處 ニシ テ,

余 モ亦對 照 實驗 トシ テ追試 ヲナシ タル ニ,略 ボ先

人 ノ業 ト一 致 シ タル コ トハ既 ニ第1項 ニ述 ベ タ リ

而 シテ過 敏症 發症 後 ノ血 中沈 降素 量 ハ豫防 劑 ヲ注
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第5表 能働性過敏症ニ於ケル沈降原沈降素結合ニ及ボス「ア」豫防注射 ノ影響

射 セザ ル對 照海〓 ニア リテハ.結 合帶 相當量 ノ抗

原 再注射 ノ時 ハ概 ネ0ニ,1/2相 當量 ノ時 ハ概 ネ

1/16-1/32ニ 減少 シ,1/4相 當量 ニテハ概 ネ1/8ニ

減少 ヲ來 セ リ.然 ル ニ「ア」注射 ヲ施 シ タル海〓 ニ

ア リテハ.「 ア」注 射後5-10分 ニシ テ何 レモ 血清

沈降 素ハ概 ネ半 減 シ,結 合 帶相 常量 ノ抗原 再注射

ニ ヨリテハ定 型的 過敏 症Schocktodヲ 起 シ,死

後 血 清 中 ノ沈 降素 ハ概 ネ0ニ 減少 シ對照 ト大 差 ナ

シ,結 合帶 ノ1/2相 當 量 ノ抗原 再 注射 ニ ヨリテハ,

豫 防 劑注射 後5分 ニシ テ沈 降素 量 ノ半 減 ヲ來 シ,

抗原 注射 後5分 ニ シテ更 ニ其 ノ1/4ニ 減少 シ,爾 後

1時 間 ヲ經過 スルモ何 等變 化 ナ シ.結 合帶 ノ1/4相

當 量 ノ抗 原再 注射 ノ場 合 モ,豫 防劑 注射 後5分 ニ

シテ沈降 素量 ノ半 減 ヲ來 シ,抗 原注射 後5分 ニシ

テ更 ニ其 ノ1/2ニ 減 ジ爾後1時 間 ヲ經過 スル モ 變

化 ナ シ.即 チ 「ア」注射 ニ ヨリ過敏 症Schocktod

ヨリ免 レタル海 〓ハ,何 レモ對照 海〓 ヨ リ沈 降素

ノ減 少小 ナル ヲ知 レリ.コ レ「ア」ガ生體 内 ニア リ

テ抗原體 反應 ヲ抑 制 スル ニ依 ル ナル ベ シ.

第3項 「ア」豫 防 實驗 ニ際 スル補體 ノ態 度:

前 實驗 ヨ リ能 働感 作 海〓 ニ於 ケル「ア」豫 防注射 ト

血 清沈 降素 ノ消長 ノ關係 ヲ知 リ得 クレバ,本 項 ニ

於 テハ 更 ニ進 ンデ其 ノ際「ア」ノ血 清補體 價 ニ及 ボ

ス影 響 ヲモ測定 セ ンガ爲 メ.前 實驗 同樣結 合帶 ヲ

基 準 トシテ沈 降 原 ノ再 注射 ヲ行 ヒ,補 體 ノ消長 ヲ

觀察 スル ト共 ニ,沈 降素價 ヲ測 定 シ相 互比 較觀 察

セ リ.

實 驗(1)生 體 内 ニ於 ケ ル血 清補體 價 ニ及 ボ ス

「ア」ノ影 響:「 ア」豫 防 實驗 ニ際 スル血 清補體 價

ノ消 長 ヲ檢 セ ン トスル ニ當 リ,先 ヅ其 ノ前提 トシ

テ,「 ア」靜脈 注射 ガ感 作 海〓 ノ 血清補 體價 ニ及 ボ

ス影 響 ヲ測 定 シタル ニ,第6表 ノ所 見 ヲ得 タ リ,
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第6表 生體内 ニ於ケル血清補體價 ニ及ボス「アンチ ピリン」ノ影響

所 見:「 ア 」ヲ海 〓 ノ體 重100gニ 就 キ0.02g

ノ割 合 ニ頸 靜脈 内 ニ注射 シ爾 後5分,30分,1時

間後 ニ採 血 シ其 ノ血 清補體 價 ヲ測 定 シ タル ニ,注

射 前價 ニ比 シ殆 ド變 化ナ キ ヲ認 メタ リ.即 チ「ア」

ハ 海〓 ノ體 重100gニ 對 シ0 .02gノ 注 射 ニ テハ,

生體 内 血清 補體 價 ニ對 シ,少 ク トモ余 ノ行 ヒタル

時 間 内 ニテハ殆 ド影 響 ナ シ.

實驗(2) 試 驗 管 内 ニ於 ケル血清 補體 價 ニ及 ボ

ス「ア」ノ影 響:「 ア」ハ生 體 内 ニ於 テ血清補 體 價

ニ殆 ド影 響 ヲ及 ボサ ザル コ トハ,前 實驗 ニ ヨ リテ

明 カナ ル ガ試 驗管 内 ニ於 テ モ亦然 ル ヤ否 ヤ ヲ知 ラ

ン トシ ス次 ノ實驗 ヲ行 ヘ リ.

實 驗方 法: 5列 ノ試驗 管 ニ補體 ヲ遞減 的 ニ其

ノ 絶 對 量0.01-0.1ヲ 含 有 ス ル如 ク 取 リ,0.85%

食 鹽 水 ヲ加 ヘ テ0.5ccト ナ シ 第1列 ヲ對 照 トナ シ,

更 ニ0.85%食 鹽 水 ヲ加 ヘ テ1.0ccト ナ シ,第2列

ニハ0.1%,第3列 ニハ0.5%,第4列 ニ ハ0.7%,

第5列 ニ ハ1.0%,第6列 ニハ2%ノ 「ア」生 理 的 食

鹽 水 溶 液 ヲ夫 レ夫 レ0.5cc宛 加 ヘ テ1.0ccト ナ シ,

37℃ ノ孵 竈 中 ニ テ1時 間digerierenセ シ メ タ ル

後,溶 血 素(2單 位 ノモ ノ)1.0cc, 2.5%山 羊 血 球

浮 游 液1.0ccヲ 加 ヘ テ充 分 振 盪 シ タ ル 後,37℃ ノ

孵 竈 中 ニ入 レル コ ト2時 間 ニ シ テ取 リ出 シ,1夜

氷 室 ニ 保 チ タ ル 後 成 績 ヲ判 定 セ リ.其 ノ實 驗 成 績

ハ 第7表 ニ示 ス ガ 如 シ.

第7表 試驗管内血清補體價 ニ及ボス「アンチピ リン」ノ影響

所見:「 ア」ノ0.1-0.7%マ デハ補體 價 ノ變 動

ヲ認 メズ.「 ア」ノ量1%ニ 到 リテ輕 度 ノ補體 價減

少 ヲ來 シ,2%ニ 増 量 スル時 ハ更 ニ減 少 スル ヲ認

メタ リ.而 シテ前 記第3章 第1節 第1項 ニ記載 セ
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第8表 「アンチピリン」豫防實驗ニ於ケル血清補體價ノ變動193
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シ如 ク,余 ノ本 實驗 ニ使用 シ タル「ア」量 ハ海 〓 ニ

痙攣 ヲ起 サ シ メザル 程度 ノ量 即 チ海〓 ノ體 重100g

ニ就 キ0.02g若 クハ 夫 レ以 下 ニ シテ,コ レヲ動 物

ノ全血液 量 ニ對 スル 百分 率 ヲ算 出 スル時 ハ

0.02÷
100/

13
×100=0.26(%)

トナル.今 之 ヲ試驗 管 内實驗 ニ徴 スル ニ0.7%以

下 トナ ル コ トハ 明 カナ リ.即 チ余 ノ生體 實驗 ニ使

用 シ タル「ア」量 ノ範 圍 内 ニ於 テハ,試 驗 管 内反應

ニ於 テモ亦補 體 價 ニ何 等 影響 ヲ及 ボ スモ ノニ非ザ

ル ナ リ.

實 驗(3) 「ア」豫 防 實驗 ニ於 ケル血 清補 體 價 ノ

變動:「 ア」ヲ能 働 感 作海〓 ニ豫 防 的 ニ注射 セ ル

場合,補 體 ハ如 何 ナル態 度 ヲ取 ル モ ノナ リヤ ヲ沈

降素 ノ消長 ト比較 實驗 シ タル ニ,第8表 ノ所見 ヲ

得 タ リ.(前 頁參 照)

所 見: 1) 「ア」注射5分 後 ニ於 テハ 血 清補體

價ハ 變 動無 キ モ,血 清沈 降 素價 ハ約 半減 ス.2) 沈

降原 再 注射5分 後 ニ 補體 價 ハ 試驗 前 ノ約62%ノ

減 少 ヲ來 タシ,沈 降 素價 ハ約75%ノ 減 少 ヲ示 ス

3) 沈 降原再 注射1時 間 後 ニ於 テ ハ,補 體 價,沈

降素 價共 ニ再 注射5分 後 ト何 等變 化 ナ シ.4) 對

照實 驗 ニ於 テハ沈 降素 ハ 約87.5%ヲ,補 體 價ハ 約

90-92.5%ノ 減 少 ヲ示 シ,豫 防實驗 ヨリ著 シク減

少 セル ヲ知 ルベ シ.

第3節 被 働性 過敏 症豫 防 實驗

第1項 免疫 血 清 ニ依 ル被働 性過 敏症 實驗:

海〓 被 働性 過敏 症 ニ於 テ,24時 間 ノ潜伏 期 ノ後 ニ,

結合 帶 相當 量 ノ抗 原再 注射 ヲ行 ヒテ定型 的過 敏症

Schocktodヲ 惹 起 シ得 ル最 少感 作沈 降素 量ハ,既

ニ我 ガ教室 ノ先 輩 伊藤,木 村,杉 本 氏等 ニ ヨリテ

證 明 セ ラ セタル處 ニ シテ,異 種免 疫 血清 使用 ノ場

合 ニ於 テハ海〓 ノ體 重260gニ 對 シ400-500EH

ニシ テ,即 チ 感作 海〓 ヨ リ24時 間 ノ後 ニ採 血 シ

テ1:20-1:25ノ 沈 降素 ヲ證 明 シ得 ル コ ト ヲ必要

トセ リ.而 シテ此感 作量 ニテハ,結 合帶 ノ1/2相 當

量 ノ抗原 再 注射 ニテハ,海 〓 ハ呼 吸 困難,痙 攣 等

ノ 中等度 ノ過敏 症 状 ヲ惹 起 スル モ,最 速過 敏症

Schocktodヨ リ免 レ得 ル コ トヲモ當教 室 杉本5),

湊12)氏 等 ノ實驗 ニ ヨリテ明 カ ナル處 ナ リ.依 テ余

ハ「ア」ノ被働 性過 敏症 豫 防 實驗 ニ使 用 セ ン トスル

2種 ノ免 疫 血清A, Bニ 就 キ果 シテ上 認 ノ如 キ能

力 ヲ有 スル ヤ否 ヤ ヲ確 メタル ニ,結 合帶 相當 量 ノ

抗原 再 注射 ニ ヨ リテハ海 〓 ハ悉 ク定 型 的過敏 症状

ノ下 ニ斃 レ,結 合 帶 ノ1/2相 當 量 ニ テハ,最 速 過敏

症Schocktodヨ リ免 ルル ヲ得先 人 ノ業 績 ト一致

シタ リ.

第2項 海〓 被 働性 過敏 症 ニ對 スル「ア」ノ豫 防

能 力:被 働 性感 作海 〓 ニ24時 間 ノ潜 伏期後,

「ア」ヲ海 〓 ノ體 重100g當0.02, 0.01 ,0.005, 0.002

ト次 第 ニ其 ノ量 ヲ減 少 シテ頸靜 脈 内 ニ注射 シ5分

ノ後結 合帶 ヲ基準 トシ テ抗原 ノ再 注射 ヲ頸靜脈 内

ニ行 ヒ,ソ レニ ヨリテ惹起 セ ラルル過 敏症 状 ヲ觀

察 シ タル ニ第9表 ノ所 見 ヲ得 タ リ.(次 頁參 照)

所 見: 1) 「ア 」ヲ海 〓 ノ體 重100g當0.02g

注 射 セ シ場 合 ニハ,結 合帶 相當 量 ノ抗 原再 注射 ニ

依 リ,海 〓 ハ過 敏症 状 殆 ド無 ク,結 合帶 ノ2倍 相

當 量 ノ再 注射 ヲ施 ス時 ハ.海 〓 ハ 呼吸 困難,輕 度

ノ痙攣 等 ノ過敏 症状 ヲ呈 スル モ,數 分 ノ後何 レモ

囘復 シ テ過敏 症Schocktodヨ リ免 ル ル ヲ得,結

合帶 ノ4倍 相當 量 ノ再注 射 ヲ施 ス時 ハ最 速 海〓ハ

Schocktodヨ リ免 ル ル ヲ得ザ リキ.2) 「ア」ヲ體

重100g當0.01gノ 前 處 置 ヲ施 シ然 ル後結 合帶 相

當量 ノ抗原 再注射 ヲ施 スニ,脱 糞,放 尿,呼 吸 困

難,輕 度 ノ痙 攣 等 ノ過 敏 症状 ノ發 現 ヲ見 タルモ,

試 獣ハ何 レモSchocktodヨ リ免 カ レ,結 合帶 ノ

2倍 相當 量 ノ抗原 再 注射 ヲ施 セバ,中 等度 ノ過 敏

症状 ヲ起 シタル後 數分 ニ シテ恢 復 スルモ ノ ト,遂

ニSchocktodニ 陷 ル モ ノ トア リ.結 合 帶 ノ4倍

量 ノ抗 原 再注射 ニテハ,海 〓 ハ悉 ク定型 的過敏症

状 ヲ呈 シ最 速Schocktodヨ リ免 ルル ヲ得 ラ レザ

リキ.3) 「ア」ヲ體 重100g當0.005ニ 減 少 スル

時 ハ結 合帶 相當 量 ノ抗原 再 注射 ニテ モ.過 敏症状
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第9表 海〓被働性過敏症 ニ對 スル「アンチピリン」ノ豫防 力

相當 著 明 ニ シテ,數 分 ノ後恢 復 スハ場 合 ト然 ラザ

ル場 合 トア リ.即 チ此量 ノ「ア」注射 ニテハ結合 帶

相當 量 ノ抗 原再 注射 ニテ惹起 スル海〓 ノ被 働性過

敏 症 ニ對 スル豫 防能 力 ハ著 シ ク減 少 シ テ極 メテ不

確 實 トナル ナ リ.4) 「ア」ノ量 ヲ更 ニ減 少 シテ體

重100g當0.001ト スル時 ハ.結 合帶 相當 量 ノ抗

原 再 注射 ニ對 シテ豫 防力 全 ク無 ク海〓 ハ何 レモ定

型 的 過敏 症状 ノ下 ニ斃 死 セ リ.

第3項 「ア」豫 防 實驗 ニ際 スル 血清沈 降 素 ノ消

長:上 記 實驗 ニ依 リ被 働性過 敏 症 ニ對 スル「ア」

ノ豫 防能 力 ヲ知 リ得 タ レバ,本 項 ニ於 テハ 被働 性

過 敏症 時「ア」ハ其 ノ血 清沈 降素 ノ消 長 ニ對 シ テ如

何 ニ影 釋 ヲ及 ボ スヤ ヲ知 ラン トシテ實驗 ヲ行 ヒ タ

リ.200-300gノ 海〓 ノ頸 靜脈 内 ニ抗牛 家兎 免疫

血 清 ノ500EHヲ 感 作 シ,24時 間 ノ潜 伏期 ノ後 ニ,

「ア」ヲ海〓 ノ體 重100當0 .02g頸 靜 脈 内 ニ注入 シ

テ5分 後,結 合帶 ヲ基 準 トシテ 抗原 ノ再 注射 ヲ行

ヒ惹起 スル過敏 症状 ヲ觀 察 スル ト共 ニ,試 驗 前,

「ア」注射5分 後,抗 原再 注射5分 後,1時 間後,

2時 間後 ト採 血 シテ,其 ノ 血清 中 ニ 含有 スル沈 降

素 量 ヲ緒方 氏 抗體沈 降 反應 ヲ應 用 シ テ測 定 シ タル

ニ第10表 ノ所 見 ヲ得 タ リ.
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第10表 「アンチ ピリン」豫防實驗 ニ際 スル血清沈降素 ニ及ボス影響

所見: 1) 各 例共「ア」注射 後5分 時 ノ血 清 中

ノ沈降 素量 ハ50%ノ 減 少 ヲ示 セ リ.而 シテ此沈

降 素 ハ結 合帶相 當量 ノ抗原 再注射 ニ ヨ リ更 ニ著 シ

ク減少 シ,1:12ヨ リ1:4ニ,結 合帶 ノ2倍 相 當量

ノ再注射 ノ場合 ニハ1:12ヨ リ1:2ニ 減 少 シ,爾

後1時 間,2時 間 ヲ經 過 スル モ恢 復 ノ徴 ナ シ.2)

對 照動 物 ハ何 レモ結 合帶 相 當 量 ノ抗 原再 注射 ニ依

リ,定 型 的過敏 症状 ノ下 ニ斃 死 シ,死 亡直後 ノ血

清 沈降 素 ハ0ナ リ.3) 以 上 ノ所 見 ヨ リ考察 スル

ニ「ア」豫 防注射 ハ 一程 度沈 降素 ノ保 有 スル結 合 力

ヲ減弱 セシ メ,再 注射 ニ ヨル沈 降素,沈 降原 ノ結

合 ヲ抑 制 スル モ ノ ノ如 シ.

第4項 「ア」豫 防實驗 ニ際 スル 血清補體 價 ノ變

化:上 述 ノ實驗 ニ於 テ「ア」豫 防 實驗 ニ於 ケル沈

降素 ノ變 化 ラ 明 カ ニシ タル ヲ以 テ,本 項 ニ於 テハ

其 ノ際補 體 ハ如 何 ナル變 化 ヲ取 ル モ ノナル カ ヲ知

ランガ爲 實驗 ヲ行 ヒ,沈 降 素 ト比較 觀 察 シ タル ニ

第11表 ノ所見 ヲ得 タリ.(次 頁 參 照)

所 見: 1) 血 清補體 價 ハ「ア」豫 防 注射 ニヨ リ

何 等變 化 セ ズ,抗 原 ノ再注 射 ニヨ リテ,著 シク減

少 シ,結 合帶 相 當量 ヨ リモ結合帶 ノ2倍 相 當量 ヲ

注射 シ タル方 補體 ノ減 少度 大 ナ リ.而 シ テ再注射

後1時 間,2時 間 ヲ經 過 スルモ認 ム可 キ還 元 ノ徴

ナ シ.2) 對 照 動 物ハ結 合帶 相 當量 ノ抗 原 ノ再注

射 ニ ヨリテ,定 型 的過敏 症 状 ノ下 ニ斃死 シ補 體 ハ

消失 セ リ.

以 上ノ所 見 ニ ヨリ「ア」豫 防注射 ハ.沈 降 原,沈

降 素 ノ結 合反應 ヲ抑 制 シ,從 テ當然 其 ノ際結 合 ス

ベキ補體 ノ減少 モ,對 照 ヨリ遙 ニ少 ク,其 ノ減少

ハ結 合帶 ヲ基 準 トスル時 ハ概 ネ再注射 量 ノ大 ナル

モノ程 大ナ リ.
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第4節 生體 外沈 降 原,沈 降 素結 合 ニ及 ボ

ス「ア」ハ影 響

第1項 「メヂ ウム」中 ニ「ア」ヲ直接 附加 セ シ場

合 ノ沈 降反 應:余 ハ豫 防 實驗 ニ際 シ「ア」ヲ海 〓

ノ體 重100gニ 就 キ0.02g若 クハ 夫 レ以下 ヲ使用

セ シ コ トハ既 ニ記 述 セ シ所 ナル ガ,コ レノ海 〓 ノ

全 血液 量 ニ對 スル百 分 率 ヲ算 出 スル時 ハ0.26%ト

ナル.依 テ試 驗管 内 反應 ニ於 テモ此量 ヲ使用 スル

コ トトナ シ,a, b2種 ノ海〓 免疫 血清 ヲ使 用 シ,

「メヂ ウム」中 ニ 「ア」ヲ0.26%ニ ナル如 ク溶解 シ

テ沈 降 反應 ヲ試 ミ對 照 ト比 較 シ タ ル ニ第12表 ノ

如 キ所見 ヲ得 タ リ.

第12表 「メヂウム」中ニ「アンチピリン」ヲ直接附加 セシ場合 ノ沈降反應

所 見: a血 清 ハ稀 釋價1:500,結 合 帶1:250

ヲ有 ス.コ レ ラ稀 釋 スル 「メヂ ウム」ノ1%「 ア ラ

ビヤ ゴ ム溶液」中 ニ「ア」ヲ0.26%ノ 割 ニ含有 セシ

メテ沈 降反 應 ヲ行 ヒ對 照 ト比 較 シ タル ニ,「 ア」ヲ

含 有 スル方 ハ反 應 ノ出現 遲 ク,對 照 ノ稀 釋沈 降素

價1:500ヲ 示 セ ル ニ對 シ僅 ニ1:250ヲ 證 明 スル ニ

過 ギ ズ.b血 清 ヲ使用 シ テ同樣 ノ實 驗 ヲ行 ヒタル

ニ,a血 清 ニ於 ケル ト同樣 反應 ノ出現 「ア」含有 セ

ルモ ノ ニ遲 ク,對 照 ノ1:250ノ 稀 釋價 ヲ示 セル ニ

對 シ1:100ヲ 證 明セ ル ニ過 ギズ.即 チ「ア」ハ試 驗

管 内 直接 附加 試驗 ニ於 テモ,生 體 内 ト同樣 沈 降原,

沈 降素 ノ反應 ヲ抑 制 スル モ ノ ノ如 シ.

第2項 「メヂ ウ ム」中 ニ「ア」ヲ間接 ニ附 加 セ シ

場 合 ノ實驗:上 記實驗 ニ ヨ リ「ア」ハ試 驗 管 内 ニ

於 テ直接 附加 スル モ生體 内 ニ於 ケル ト同樣,沈 降

原,沈 降素 ノ結 合 ヲ抑 制 スル コ トヲ知 リ得 タ レバ,

次 ニ「ア」ヲ間接 ニ附加 セ シ場 合 ニモ同樣 ナ ラン ト

考 ヘ次 ノ實驗 ヲ行 ヘ リ.正 常 海〓 ニ 「ア」 ヲ體 重

100g常0.02gノ 割 合 ニ頸靜 脈 内 ニ注射 シ,約5分

ノ後 採 血 シ,其 ノ分 離血 清 ヲ「メヂ ウ ム」トシテ海

〓沈 降 素血 清 ヲ稀釋 シ,37℃ ニ1時 間 加温 セ ル後,

緒 方氏 法 ニ ヨ リテ沈 降反 應 ヲ檢 シタ ル ニ第13表

ノ所 見 ヲ得 タ リ.

第13表 「ア ンチ ピリン」間接附加 ノ沈

降反應 ニ及ボス影響

所見:上 表 ニ示 スガ如 ク「ア」間 接 附加 ニ ヨリ

沈 降原,沈 降 素 ノ結 合 著 シ ク抑 制 セ ラル ル ヲ見 タ

リ.

第3項 「ア」ノ抗 原,抗 體 反 應 速度 ニ及 ボ ス影

響:前 記抗 牛 血清海 〓免 疫血 清a (B.Z. 1:250,

Z.T. 1:500)ヲ 使 用 シ,此 免 疫 血 清 ヲ稀釋 スル1%

「ア ラビヤ ゴム溶液 」中 ニ,「 ア」ヲ0.26%ノ 割 合 ニ

溶解 セ シメテ沈 降反應 ヲ行 ヒ,秒 時計 ヲ用 ヒ テ反

應輪 ノ出現 迄 ニ要 スル時 間 ヲ可 及的 正確 ニ數 囘測
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定 シ テ其 ハ平 均値 ヲ以 テ反 應 時間 ト定 メ、 同樣 ニ 第14表 ノ所 見 ヲ得 タ リ.

對照 實驗 ニ於 テモ行 ヒ,兩 者 ヲ比較觀 察 シタル ニ

第14表 抗 體抗原反應速度 ニ及ボ ス「ア ンチ ピリン」ノ影響 ニ就テ

所 見: 抗 原,抗 體 ハ比較 的濃 厚 ナル處 ニ於 テ

ハ,反 應 速度 ノ差 著 明 ナ ラザ ル モ,其 ノ濃 度 ノ次

第 ニ稀薄 トナル ニ從 ヒ,「 ア」附加 實驗 ハ對 照 ニ比

シ,其 ノ反應 時 間著 シク延長 セル ヲ知 ルベ シ.

第4章 總 括 竝 ニ 考 按

以 上 ニ於 テ余 ハ牛 血清 ヲ抗 原 トスル海〓 能 働性

過敏 症竝 ニ抗牛 血清 家兎 免疫 血 清 ニ依 ル海 〓被 働

性 過 敏症 實驗 ニ於 テ,抗 體 稀 釋沈 降反 應 ニ ヨ リテ

測 定 シ得 タル海〓 血 中 ノ沈降 素結 合帶 ヲ基 準 トシ

テ,抗 原 再 注射 ヲ決 定 シ,コ レニ ヨ リテ惹 起 スル

過 敏 症 ニ對 シ「ア」ノ豫 防能 力 竝 ニ血清 沈降 素,血

清 補體 價 ニ及 ボ ス影 響 ヲ觀 察 シタ リ.今 其 ノ成 績

ヲ概 括 スル ニ,世 上 一般 ニ解 熱劑 トシ テ日常 使用

セ ラル ル「ア」モ.海 〓 ノ體 重100gニ 就 キ0.02g

ノ靜脈 内注射 後5-10分 ニテハ,其 ノ正常體 温 殆

ド降 下 セザ ル カ,或 ハ極 メテ輕度 ノ下降(0.2℃)

ヲ呈 スルモ ノノ如 ク,從 テ「ア」注 射後5-10分 ニ

シテ抗原 ノ再 注射 ヲ試 ミタル過敏症 豫 防實驗 ニ於

テ,「 ア」ノ解 熱劑 トシ テ ノ體 温降 下作 用 ガ過敏 症

豫 防 ヲ原 因 スル モ ノ トハ思 考 シ難 シ.海 〓 ニ牛 抗

原 ヲ0.2g宛 胸 部皮 下 ニ注射 シ14-17日 ノ潜伏 期

ノ後 ニ結 合帶 ヲ基 準 トシテ抗 原 ノ再注射 ヲ施 シ,

「ア」 ノ能働 性過 敏 症豫 防能 力 ヲ實驗 シ タ ル ニ,

「ア」ヲ海〓 ノ體 重100g當0 .01gヲ 頸靜 内 ニ注 射

シ,5-10分 ノ後,抗 原 ノ再注射 ヲ行 ヒ タル ニ,

結 合帶 ノ1/4-1/2相 當量 ニテハ,試 獸ハ 何 レ モ

Schocktodヨ リ免 レ,結 合帶 相當 量 ニテハSchock-

todヨ リ免 ルル ヲ得 ザ リキ.「ア」ノ量 ヲ體 重100g

當0.0lgト ス ル 時 ハ 結 合帶 ノ1/4相 當 量 ニ テ ハ

Schocktodヨ リ免 ルル ヲ得 タル モ,1/2相 當 量 ニテ

ハ 豫防 作 用大 イニ減 弱 シ,爲 メ ニ過敏 症状 相當 激

シ ク,時 ニSchocktudヨ リ免 レ,時 ニ免 レ得 ザ

ル コ トア リテ豫 防作 用確 實 ナ ラズ.「 ア」ノ量 ヲ更

ニ減 ジテ體 重100g當0.005gト スル時 ハ,結 合 帶

ノ1/4相 當 量 ノ抗原 再 注射 ニ際 シ テモ,豫 防 力 大 イ

ニ減弱 シ試 獸ハ過 敏 症状 激 シ ク,數 分 ノ後 恢復 ス

ル コ トア リ,又 恢 復 セズ シテ遂 ニSchocktodニ

陷 ル コ トア リ.「 ア」ヲ0.001gニ 減 少 スル時 ハ1/4

結 合帶 相當 量 ノ抗原 再注射 ニ際 シ テモ,過 敏症 豫

防 能 力殆 ド無 ク,試 獸ハ 定型 的過 敏症 状 ノ下 ニ數

分 ノ後 斃死 シ タ リ.能 働免 疫 海〓 ニ 「ア」 ヲ體 重

100g當0.02gヲ 其 ノ頸 靜脈 内 ニ注射 シテ,5-10

分 ノ後 其 ノ血液 ヲ取 リ,血 清中 ノ沈 降素竝 ニ補 體

價 ヲ測 定 シ タル ニ,沈 降 素 ハ再注 射 前 ニ比 シ約 半

減 シ,補 體 價 ニハ影 響 ナ シ.試 驗 管 内反應 ニ於 テ

0.1-0.7%ハ 「ア」ヲ被檢 血 清 ニ附加 シテ補 體 價 ノ

測 定 ヲナ スニ,對 照 ト何等變 化無 ク,「 ア」 ヲ1-

2%ト 増量 スル時 ハ補體 價 ハ漸 次減 少 シ タ リ.サ

レ ド余 ノ生 體 實驗 ニ使 用 シ タル「ア」量ニテハ.試
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驗 管 内反應 ニ於 テモ亦,補 體 價 ニ影 響 ヲ及 ボ スモ

ハニ非 ル ヲ知 レリ.

被 働性 過 敏症 ニ於 テ,「 ア」 ヲ海〓 ノ體 重100g

當0.02gヲ 頸靜 脈 内 ニ注射 セ シ場 合 ニハ,結 合帶

ノ2倍 相當 量 ノ抗 原再 注射 迄 ハ.豫 防能 力 著 明 ニ

シ テ,試 獸ハ何 レモ過 敏症Schocktodヨ リ免 レ

得 タル モ,結 合帶 ノ4倍 相當 量 ノ抗原 再注 射 ヲ施

ス時 ハ最 早Schocktodヲ 防 止 シ得 ザ リキ.「 ア」

ヲ0.01gト スル 時 ハ,結 合帶 相當 量 ノ抗 原再 注射

ニ ヨ リテハSchocktodヨ リ免 レ得 ル モ,結 合帶

ハ2倍 相當 量 ノ抗 原再 注射 ニ對 シテハ,豫 防 力確

實 ナ ラズ シ テ時 ニSchocktodヨ リ免 レ,時 ニハ

免 レ得 ザ ル コ トア リ.「 ア」ヲ0.005gト スル時 ハ,

結 合帶 相當 量 ノ抗 原再 注射 ニ際 シテ モ過 敏症 状 可

成 著 明 ニシ テ時 ニSchocktodヨ リ免 レ,時 ニハ

免 レ得 ザ ル コ トア リ,「ア」ヲ0.001gト スル時 ハ結

合 帶相 當量 ノ抗 原 再 注射 ニ ヨリ,試 獸 ハ悉 ク定型

的 過敏 症 状 ノ下 ニ斃 死 シ タ リ.

要 之,豫 防 劑 トシテ使 用 スル「ア」ノ注射 量 大 ナ

ル程過 敏症 豫 防 力 モ亦從 テ大 ナ ルモ ノノ如 シ.能

働 性過 敏 症 ニ於 テ モ被働 性過敏 症 ニ於 テモ,「 ア 」

注射5分 ノ 血液 中 ノ沈 降素 價 ハ概 ネ50%ノ 減少

ヲ來 シ,此 沈降 素 ハ抗原 ノ再注射 後 更 ニ著 シキ減

少 ヲ來 スモ,對 照 ニ比 ス レバ毎 囘 多量 ノ沈降 素 量

ヲ殘 存 セ リ.補 體 價ハ「ア」注射後5分 時 ニ於 テハ

何 等影 響 ナ ク,抗 原 ノ再注射 後 著 明 ノ減 少 ア ルモ

對 照 ニ比 ス レ バ減少 度餘 程輕 度 ナ リ.コ レ即 チ

「ア」ガ沈 降原,沈 降素 ノ結 合 ヲ阻 害 スル爲 ニシ テ,

其 ノ際結 合 サル ル補體 モ亦從 テ少 キ ハ理 ノ當 然 ナ

リ.一 度 減少 セシ沈 降素 竝 ニ補 體 ハ其 ノ後1時 間

ヲ經 ル モ變化 ナシ.「 ア」ヲ「メヂ ウ ム」中 ニ直接 附

加 セ シ實 驗竝 ニ「ア」ヲ海 〓 ノ生體 ヲ通 ジタル間接

附加 實驗 ニ於 テ モ,生 體 實驗 ニ於 ケル ト略 ボ 同樣

沈 降原,沈 降 素結 合 ノ抑制 サルル ヲ見 タ リ.終 リ

ニ其 ノ兩者 間 ノ反 應 時間 ヲ測 定比較 シ タル ニ,抗

原,抗 體 ノ稀 釋度 大 ナ ル ニ從 テ其 ノ差益 々大 トナ

リ,「 ア」附 加實 驗 ハ對照 ニ比 シ著 シ ク遲 延 スル ヲ

認 メタ リ.

以上 ノ實 驗成 績 ヨ リ「ア」ノ過敏 症 豫防 機轉 ニ就

キ考察 セ ン トスル ニ當 リ,先 ヅ過 敏症 發 症 ノ本態

ニ關 シ些 カ文獻 ニ徴 シ考 察 ス ル所 ア ラ ン ト ス.

顧 ル ニ1902年Richet13)ニ 依 リ,蛋 白體 注射 ニ ヨ

ル特異 ナル現 象 ニ過敏 症 ト命 名 セ ラレテ ヨリ以來

將 ニ37年,此 間多 數 ノ學 者 ガ臨牀 的 ニ;將 血清學

的方面 ヨ リ其 ノ本 態 ヲ極 ナ ン ト欲 シ,先 ヅ化學説

ニ基 キ酵 素 ニ ヨル急 劇 ナル 蛋 白質分 解産 物 ノ中毒

説 ニ之 ガ 説 明 ノ端 ヲ發 シ,Friedberger一 派 ノ

Anaphylatoxin説 ニ其 ノ域 ヲ進 メ,其 ノ反應 部

位 ニ到 リテハ,體 液説 ト細 胞説 トニ分 レテ兩者 亙

ニ蘊 蓄 ヲ傾 ケ テ發表 シタ リ ト雖 モ,未 ダ解 決 スル

ニ到 ラザ リキ.其 ノ後Doerr氏 ハ化 學 説 ニ物理 的

機 轉 ヲ考慮 ニ入 レ,生 體 内 ニ於 ケル毒 性物 質 ト解

毒 物 質 トノ兩者 ノ平衡 ガ異 種 蛋 白體 ノ注 入 ニ ヨリ

テ失 ハ ル ル コ トニ ヨリ説明 セ ン トシ,Besredka

氏 ハ之 ニ反 シテ單 ニ理學 的 状態 變 化 即チ沈 降 機轉

吸 着機 轉 ノ起 ル結 果,過 敏 症 ハ發 來 スル モ ノナ ラ

ン ト云 ヘ リ.更 ニ血液 膠 質状態 ニ變化 ヲ置 クモ ノ

ニNolf14)氏,Lumiere15)氏 等 ア リ.氏 等 ハ血 液膠

質状態 ノ變 化 ハ,實 ニSchockヲ 起 ス源 泉 ニシテ,

他 ノ症 状 ハ之 ニ隨 伴 スル2次 的現 象 ニ外 ナ ラズ ト

セ リ.Friedberger16)ニ ヨ レバAnaphylatoxin

ノ發 生 モ此膠 質 關 係 ニ支 配 セ ラル ト.又Kolloid

labilitatノ 變 化 ニ ヨル ト ス ル モ ノ ニSachs u.

Ottingen17), Darayni18)氏 等 ア リ,本 邦 ニ於 テハ

石 田 信19)氏 モ膠 質關係 ノ變 動 ヲ以 テ過敏 症 ノ主因

ナ リ トセ リ.又 過敏 性 抗體 ト沈 降 素 ト同 一 ナル コ

トハFriedberger, Friedemann, Doerr u. Russ

其 ノ他 ノ諸氏 ニ ヨリ立 證 セ ラ レタ リ.其 ノ後我 ガ

教室 ニ於 テ杉 本 氏ハ緒 方 氏抗體 稀 釋沈 降 反應 ヲ應

用 シ テ結 合帶 ヲ基 準 トシテ抗 原 ノ再 注射 ヲ行 フ過

敏症 ノ豫 防機 轉 ノ研究 ヲ行 ヒタル結果,能 働 性過

敏症 ニ於 テ,1) 再 注射 量結 合帶 ヨ リ遞 減 スル ニ

從 ヒ之 ニ並 行 シ テ過 敏 症状 モ亦輕 減 ス ル コ ト.

2) 沈 降原 ノ再 注入 ニ ヨル血 清沈 降素 ノ減少度 ハ
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過敏 症 状 ノ強 サ ト相 並 行 スル コ ト.3) 結 合帶 ニ

據 ル沈 降原 再 注射量 ハ,結 合帶 ノ高 キ程 ソ レニ反

比 例 シ テ其 ノ量 少 ナ ルモ,確 實 ニ過 敏症 状 ヲ發 セ

シ ムル コ トヲ得,又 被 働性 過敏 症實驗 ニ於 テ,(1

沈 降 素量 ト過敏 症賦 與能 力 トハ 互 ニ平 行的 關 係 ヲ

有 シ,2) 過敏 症 ノ強 サ ハ血 清 中沈 降 素 含量 ニ 全

ク比例 シ,流 血 中 ニ一定 以上 ノ沈 降素 ヲ證 明 セ シ

場 合ハ常 ニSchocktodヲ 來 スヨ ト等 ニ ヨ リ沈 降

素 ト過敏 性 抗體 トハ,同 一 ノモ ノナル コ トヲ立證

シ,Friedberger氏 等 ノ同一説 ニ賛 セ リ.余 モ又

以上 ノ實驗 成 績 ヨリ シテ同一説 ニ賛 意 ヲ表 スル モ

ノナ リ.杉 本 氏 ハ氏 ノ實驗 成績 ニ於 テ,抗 原 抗體

ノ結 合 最適 ナル場 合,沈 降素 結合 ノ強 力 ナル モ ノ

程劇 烈 ナル 過敏症 状 ヲ惹 起 スル ト云 フ事實 ヨ リ,

過敏 症 發症 ノ本態 ハ,其 ノ發症部 位 ノ體 液 ナル ト,

組 織 ナル ト將 又固體 全體 ナル トヲ問 ハ ズ,抗 原 抗

體 反應 ノ起 ル結 果,理 學 的 ニ膠 質關 係 ニ變 化 ヲ招

來 シ,2次 的 ニ過敏 症 状 ヲ發現 スル モ ノ ニア ラズ

ヤ ト推 論 セ リ.

以 上 ノ文 獻 ヨ リ見 ルモ,過 敏症 發 症 ト膠 質關 係

トハ最 速離 ス可 カ ラザ ル 關係 ニア ルハ想 像 ニ難 カ

ラズ.以 上 ノ交 獻竝 ニ同 一沈 降 素 ヲ有 スル2ツ ノ

免 疫 血清 ニ於 テ,其 ノ沈 降 反應 ノ發 現速 度速 カ ナ

ル モ ノ程,生 體 内 ニ於 ケル 結 合モ亦 一層 急劇 ニ シ

テ,從 テ一 層 強烈 ナ ルSchockヲ 惹 起 スル モ ノ ノ

如 シ ト稱 スル杉 本氏 ノ實驗 成績 ヲ顧 慮 シテ余 ノ實

驗 成績 ヲ案 ズル ニ,「 ア」ハ生體 内 ニ於 テ モ,生 體

外 ニ於 テモ,抗 原 抗體 反應 ヲ抑 制 シ,特 ニ其 ノ反

應 速 度 ニ於 テ相當 著 シキ遲 延 ヲ招 來 スル事實 ハ,

「ア」ノ過 敏症Schock防 止 作 用 ヲ説 明 スル ニ足ル

モ ノ ト信 ジテ可 ナ ランカ.

結 論

「ア」ノ過敏 症豫 防 機轉 ハ,免 疫 反應 ヨ リ見 ル時

ハ,抗 原,抗 體 反應 ノ抑 制竝 ニ兩 者 ノ反應 發現 速

度 ノ遲 延 ニ因 スル モ ノノ如 シ.

終 リニ臨 ミ終 始 御懇 篤 ナル御 指導 ト御 校 閲

トヲ賜 ハ リシ恩 師緒方 教授 ニ對 シ謹 ミテ感謝

ノ意 ヲ表 ス.

(本 論交 ノ要 旨ハ 昭 和14年2月 岡 山醫 學 會

總 會 ニ於 テ發表 シタ リ).
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Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okaycama 

 (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber die hemmende Wirkung des Antipyrins auf die experimentelle 
 Anaphylasie bei Meerschweinehen.

 Von

Dr. Hideo Ono.

 Eingegangen am 13. Dezember 1939.

 Im Jahre 1928 hat Dr. M. Matsuda berichtet, dass durch Antipyrin die Anaphylaxie 

stark geschutzt wird und danach haben Dr. Matsuoka und Dr. Okubo dies welter nach-

gepruft, aber es gibt noch keine genaue Untersuchung uber den Mechanismus des Anti-
pyrins bei der Prazipitinreaktion, womit man die Schockerscheinung in vivo nachprufen 
kann. 

 Daher studierte Verfasser unter Anwendung der Ogata'schen Methode, welche die 

 Prazipitinmenge durch Uberschichtung mit Immunkorperverdunnung bestimmt, die hem-
mende Wirkung des Antipyrins nach vorliegender Anschauung, ob bei dem antianaphy-

laktischen Vorgang des Antipyrins irgendeine hemmende Wirkung auf das Prazipitin 
 direkt oder indirekt durch Bindung zwischen Antigen und Prazipitin beobachtet werden 

kann, und ferner wie sieh das Komplement dabei verhalt. 

 1) Bei aktiv sensibilisierten Meerschweinchen (rund 250g) wurde der Schocktod 
nach Antigenreinjektion (1/2-1/4 der Bindungszone entsprechende Antigenmenge) und 
durch vorliegende Antipyrininjektion, die mit 0.02g pro 100g Korpergewicht intravenos 

 5-10 Minuten vor der Reinjektion ausgefuhrt wurde, verhindert, wahrend das Kontroll- 
tier an typischem Schock innerhalb 5 Minuten zugrunde ging und das Prazipitin und 

Komplement Bich auf fast Null verminderte. Die Abnahme des Prazipitins und des Kom-

plements bei der Antipyrininjektion sind geringer als bei der Kontrolle. 
 2) Passiv sensibilisierte Meerschweinchen, welchen intravenos 500 Einheiten Im-

munserum injiziert wurde, wurden durch 1-1/2 der Bindungszone entsprechende Anti-

genreinjektion nach 24 stundiger Inkubationszeit durch typischen Schocktod abgetotet. 
Dagegen wurde das Tier durch Antipyrinvorinjektion in gleicher Weise wie bei der 

aktiven Anaphylaxie gerettet. 

 Die Abnahme des Prazipitins und des Komplements sind dabei auch geringer als bei 

der Kontrolle. 

 3) Durch Antipyrininjektion wurde das Prazipitin nach 5 Minuten bei aktiv im-

munisierten Tieren ungefahr um die Halfte (1:16-1:8) vermindert und bei passiv 

immunisierten Tieren (1:25-I:12) sieht man eine noch grossere Verminderung. 

4) Nach Antigenreinjektion wurde die Bindung zwischen Antigen und Antikorper 

noch gehemmt, weslialb das Prazipitin zur Kontrolle noch mehr zuruckbleibt.
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 5) Die Prazipitinreaktion, bei der als Verdunnungsmedium Originalmeerschwein-

ehenserum angewendet wird, welches 5-10 Minuten nach der Reinjektion des Antipyrins 

(0.02g pro 100g Korpergewicht) entnommen wird, zeigt einen viel geringeren Titer des 
 Prazipitins und langsamere Geschwindigkeit der Reaktion als bei der Kontrolle das 

normale Meerschweinchenserum. 

 6) Bei der Reaktion, wobei Antipyrin direkt dem Medium (1% Gummi arabicum 

 physiologische Kochsalzlosung) zugefuhrt wird, ist auch der Prazipitintiter geringer und 
die Geschwindigkeit der Reaktion deutlich geringer als bei der Kontrolle. 

 Aus oben erwahnten Resultaten kann Verfasser den antianaphylaktischen Mechanis-

mus des Antipyrins aus der Immunreaktion selbst durch folgende 2 Eigenschaften und 

zwar als einen Teil dieser Wirkung erklaren. 

 a) Hemmung der Bindung zwischen Antigen und. Antikorper. 

 b) Langsame Bindung zwischen Antigen und Antikorper durch Veranderung des 

 Kolloidalzustands infolge Zufuhr von Antipyrin. (Autoreferut)
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